
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最初に昭島警察署警務課 犯罪抑止対策担当（南口 係長）から地域での犯罪状況で、オレ

オレ詐欺に対応するため、振り込め詐欺の部署ができるほど深刻な事態になっているという

ことで話され、現状は、昨年国内で 1800 件・390 億円の被害、東京では 350 件・80 億円、

と減っていない。（昭島市は昨年 13 件と少ないそうです。） 

今年は、2 月 24 日末現在 市内では 4 件、立川・八王子・福生、ではすでに 10 件超え、 

テレビなどで注意を呼び掛けていても、家族が、口を酸っぱく「詐欺だよ」と言っても 

「わかっているわよ」と言ってても、騙されるのがいっこうに減らない。 

〇 孫、息子と言ってくる 〇あなたの キャッシュカードが使われている、口座が危ない 

〇 昭島警察をかたる 〇 偽警察手帳を見せる 〇 捜査員が来る 〇 電話を切らせない、な

ど、被害に合わない為、電話を切る勇気をもつ習慣（相手に失礼と思っても）が必要です。 

とにかく自分自身を守ることと講演され、実際に振り込め詐欺の犯人を確保したときの、

テープは、身近な出来事として認識させられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 昭島警察署警務課 南口係長 

 

 

防犯防災部会は、地域活動部会との共同主催で、防犯講習会を、2 月 24 日（土）に市民交

流センターで、昭島警察署生活安全課と警務課、並びに昭島市コミュニティ課の協力を得て

開催した。 

 

防犯講習の後、昭島出身の落語家、「桂 竹わ」さんが防犯に因んだ落語を

披露、5 月の二ツ目昇進を前に熱演、会場を沸かせた。  

 （防犯防災部会  部長 / 原 則行  協力広報部会） 

 

 

引きつづき昭島市コミュニティ課の小森秀継氏からは、昭島警察署生活安全

課は、自動通話録音機の無料の取付けをおこなっています、確率的に犯罪抑止

力が高くなりますので是非（昭島警察署生活安全課（042-546-0110）に直接電

話し、「自動通話録音機の申込み」と伝えて）申し込みをおねがいします。 

詐欺に合わないための方法はない、しかし次の３つのことに気を付けるよう

にいわれた。 

 

➀ 電話番号が変わったよ、 

▲ 耳を傾ける受講者の皆さん 

 

 

➀ 電話番号が変わったよ、 

② 医療費の戻りがあります、

③ キャッシュカードで受け

取れます。 

他、ＡＴＭや金融庁の話。 

架空請求の問題は消費者相談

室へ、など、まだ話が続いたが

時間の関係で、昭島市は詐欺被

害が少なく優秀であるとほめら

れ終了した。 

 

 

 

 

 

▲ 昭島警察署警務課 吉田係長 
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